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H■lTE‖ TYPEl 回天一型
■開発経緯
搭乗員か魚雷のlPと なり 敵艦への体当り攻撃を敢行する人間魚雷 この必死必殺の兵器か実用化 こ

=る
経liに おいて

重要な役割を果たした者は,軍上層部ではなく 戦局の悪化する中に担国の行く末を憂う若い士官たちであった 彼等は
軍部内に

'寺

政思想か台頭する以前のll和 18年頃から上層部に対し「人間魚雷」の実現を上申していたのである 中でも回天
のコ始者と言われている具木博司中尉と仁科関夫少尉は 特殊清航艇 (甲標的)涎長としての司1練上で人間魚雪の必要性を
痛感したといわれ 願書を血書して数度上京もしていた 当初は取り合わなかった上層部も昭和19年 2月 のトラック大空
襲で連合艦隊が大きな被害を受けるにおよび彼らの声を取り上げきるを得なくなり 同年3月初めに「0六 (マルロク)全物J
の秘匡名称て開発が始められた それぞれ昇進した黒木大尉と仁科中尉は 魚言設計の権威であつた渡辺清水技術大佐
鈴川薄技術大尉 楠厚技手 有坂技手ら4名の技lll者と共に 呉I廠大入工場の一区画で極秘裏に設計試rに携わること
となる 彼らの約5ヶ 月間に及ぶ不眠不体の努力により 7月 には3基の試作が完成 救国の兵器と期待されたこの人r・5魚
音は「天をめくらすものJつまり形勢の道転を図りうる起死回生の兵器として「回天Jと 呼ばれることとなったのである

■性能と用法
口天の基本構成は 当時海軍か世界に誇った酸素魚雷てある「九二式魚雷Jの機閲および推進部をそのまま流用し その
前部に炸栞や気室 搭乗員等を収めるらの外筒を被せるという形態となった 全長147m 全備重量83ト ン 外筒部直径
はlmあ り そのほは中央に操縦席が設けられた その前後には機関燃焼用として約200気圧に圧縮された酸素を充填する
気皇と潜行 ,手上用のタンク類が配置されている 九二式三型魚雪が36ノ ットの低連時で30mの射程を持つのに対し 回天
は速力30ノ ット時て射程23m 12ノ ット時では78m 速度の低下はあるものの比較的大きな射程を持ち 敵艦の魚雷発射
圏外となる速距離からの発進攻撃が可能であつた また九三式三型の7801に対して 1500tと 2倍 になつた頭部炸薬の成力と
搭乗員による操縦という命中確実性は戦局挽回の大きな期待を集めることとなったのである.

当初 回天は浩水艦からの発射を前提とし 海大 5型  乙型 乙型改 1 乙型改 2 丙型 そして輸送用に建造された
T型それそれの港水艦から15隻 が回天搭載艦として改装された (次項の表参照)回 天の潜水艦への搭載基数は当初は 4彗
後に 6基 となり 上甲板にワイヤーと交通筒て固定された また末期には海上艦艇からの発射も検言撻 れ 実戦での発射
こそヽかつたものの軽巡北上 駆逐艦波風  ,夕風か回天搭載艦にも改装されている
以下に洋上航行艦雲撃に例をとり潜水艦から発射する様子をきしてみる

回天攻撃に有利な曰標の発見とともに艦長は「回天戦用意 搭乗員乗艇Jを号令 各搭乗員は艦内から交通筒を通り 操縦
席下のハッチから回天に栞り込みF.機する その間に母潜は発射に適した位置に占位し 回天各艇に日標までの

'E離

艦種

針度 返力 方位角等を電話連絡 搭乗員は連絡を基に射角表を用いて速度と進路の修正角を決める 攻撃に最も適した位
置に搭載されて tヽる回天から発動か号令されると搭乗員は艇内から機関を発動 ワイヤーが夕ヽされて発進する 発進後は
逐次浮上して特眼鏡 (回天や甲標 ||で は漕望鏡をこう呼rTし た)で 日標を確認 速力 針度を修正しなからいよいよ目標艦突
入に応した深度に潜行して突入するのである しかし艇の故障や爆雷攻撃による損傷で母艦からの発射が不能となったり
母潜もろとも撃沈された例も少なくなかつたことは次llの 表のとおりてある

■瀬戸内海での割1練
主要艦艇の始どを失ι、 もはや7n織的な戦闘ができな tヽ ところまで追い詰められた戦争末期の海軍は 残された者水艦
部隊による回天作戦に大きな期待を寄せていたといわれ 回天搭乗員は他の特攻兵器に較べて比較 |1緻密な訓練を受けた
後に出撃している 試■艇の完成当初 司1練は呉の大浦崎において特殊港航艇部隊と共におこなわれていたが 8月 には山
口県の大津鳥に回天ヨ崎 基地が整備され 司1練の舞台は大津島周辺の瀬戸内海に移ることになる 大津島にはすてに呉海
軍工廠水雷部の第 2分工場が建設されており 酸素魚雷の調整施設が整っていることと 機密保持の点からこの水域が有
効てあったからとされている また 後に司1練は山口県光基地でも行われるようになつた
志願によって集まった搭乗員の経歴は 特殊潜航艇や魚雷艇の搭乗員や兵学佼 機関学校 予科練出身者 学徒動員に
よる予備士官など様々たったが 魚雷の操縦という特殊性のため出身部隊においても伎柄 成績優秀な者が優先された面
もあったという 訓練は搭彙経験を持つ先任搭乗員か同乗し指導や適性の調査を行う同乗訓練から始まり 周辺の小島等
を特眼境で確認しなから所定コースを航定する航法司1練や各種運動訓練を経て 標的檻への製撃訓練までか行われた こ
れらの割練には必ず内火艇か安全監視と評価のために随伴し 夜には訓練参加者らによる研究会がF.lか れた その一方で
餞しいコ1練のため殉職者も少なくはなく つ始者である黒本大尉も荒天下の同乗日1練で命を落としている また司1練用の
回天は搭乗員に対し艇数が少なく 整備 調整も難しいために司1練は伎備優秀な搭桑員が優えされた面があった これは出
撃搭乗員の選定に際しても同様であったと言われている そして出撃か決まると実際に母船となる潜水監に回天を搭載
艦上発射から標1鴨雲撃までを実戦向様に行う共同訓練をおこない ついに回天搭桑員たちは出撃して行つたのである

■回天作戦
昭和 19年 11月  ウルシー泊地に集結した米機動音F隊と泊地への航路であるコッソル水道を航行する艦艇とを攻撃曰標と
して

'36 '37 ,47の
3隻からなる菊水隊によって回天は初の実戦に投入される 1]月 20日  仁科関夫中月1の栞艇を合

● 5基の回天か発射され 油槽艦ミシシネワを撃沈し泊地内を大混乱に陥れた しかし警成の厳重な泊地攻撃は危険も大
きく ,37ま末帰還となった このため帰還後の■戦研究会では泊地攻撃を中止し 米軍のli送線上での航行艦籠攻撃に



切り替えることか第 6艦隊担当参謀から提案されるが 作戦指導部は「回天の洋上使用の効果には疑問があり 確実な戦
果が期待てきる泊地攻撃を続けるのか妥当Jと し 弓き続き,2月 の金阿1隊  2月 の千早隊と,自 lt攻撃が続けられることに
なる しかしこの間にも米軍の対港警戒は厳重さを増し 場合によっては数少ない潜水艦部隊の自減も招きかねないとし
て 部隊側は指導部に対し必死の説得を続けるのである 4月 にようやく洋上使用の許可がおり 天■■隊か沖縄とマリア
ナとを結ぶ輸送線上での攻撃を目指し出撃 以降の部隊も洋上航行艦襲撃を任務とし 最後の出撃となつた多聞隊では沖
縄 レイテ間に出摯した,53が 7月 24日 に駆逐艦アングーヒルを撃沈している また7月 30日  原爆をサイバンに運搬し
た帰途中の重巡インティアナポリスを ,58か通常魚雪て撃沈したのも多聞隊の一艦として作戦中のことであった
回天■戦による最終的な戦果は 発射が確認されている45基中上iこの 2隻が撃沈確実とされてtヽる.ただ状況||に戦果
確認か難しく 未帰還の母潜もあることから他にも通常魚雷か回天によるものか判Яlてきないものもあると考えられる
また この他にも局地防衛 上陸阻上を目的とする基地回天隊の整備も進められ 昭和20年 3月 には部隊と機材が沖縄
べ向かうか途上で消息を断っている 本土におtヽても上陸が予想される宮崎 高知 関東を中心とした各l■域の沿岸に秘
匿用トンネルと発射軌条からなる発射基地の建設が進められていたが 幸いにして実戦の機会無く終戦を迎えている.

0回天作職一覧●

出撃時 隊名 出摯潜水艦(×は戦没) 発射口天数 戦苑搭乗員名 輛 級略 )

昭和 19年
11月 菊水隊 ,36 ,47 ,37× 5基

上Я府宣紀  仁科関夫  村上克 巴 福田斉 ,履 章  渡辺
=三
 宇都宮秀―

近藤和彦 今西大―

12月 金剛隊
伊36 伊
`7 ,58,55 ,63 ,48※

15基
力0賀 吾武  吉本健太郎  川久保輝 夫 久住宏  都所静世  豊住和寿
石‖誠三 工履義彦 原教郎  本井文哉  ,東 修  塚本太郎  村松実
佐藤勝美 福本百合満  有森文吉 帝稔  三枝直  丼芹勝見

昭校 0年
2月

千 早隊
,368※ ,370※
伊
``

O
川崎IF二 石田敏雄  難波進  国山至 市川尊継  田中二 :「  確部武離
柴的昭七 浦佐登―  |:田 孝―

ll武隊 ,36 伊 38[作 戦 中止 ]

白竜隊

[沖縄へ派遣の局地 ltt衛 巨天隊

第 8号輸送艦ての輸送途上に戦没 ]

,可合不死男 堀 田III之 祐  猪 1頃蔵  赤近思三 伊東祐之 田中金之助
新野守夫

3月 多々良隊
'44※
 '41

伊56※ ,58 O
福島誠二 土丼秀夫 亥角泰彦 八木寛 館脇孝治 ,浪 由勝 石直新五師
宮崎和夫 矢代清 音原彦五

4月 天武隊 伊47 伊35 8基
lT綺実 前田警  八木悌二 古川t郎 山口重雄  阿部英雄 松田光雄
海老原清三師

5月 振武隊 ,36' 2基 小野正明 千葉三郎

6月 ll隊
伊:6 ,861※ 伊863
,65※ 3基

小林富三雄 池渕信夫 久家稔 全丼行雄 斉藤遷雄 田辺晋 岩ll静也
コl谷秀正 水知をサー 北村十二郎

7月 多聞隊
|テ 53 イデ58 1,47
,367 伊366 ,363 12基

勝山諄  関豊興  ‖尻勉  荒‖正弘  伴修二  水丼淑夫 林義明 小森―之
中丼昭 成瀬謙冶 上西徳英  佐野元

殉職搭霙員名    黒本博司 樋口辛 中島健太郎 宮沢―信 矢崎美仁 三好守 坂本宣道 十川― 入うI雷太 坂意豊治 楢原武男
健 級略)     北村鉄iF 和田稔 山本孟 小林好久 橋口寛 14尾 秀輛

他  20年 7月 78に 宮崎県内海冬地での米戦闘機銃爆撃によ り搭乗員2名 が戦死 (丼 手施博 夏堀昭)彼 らを合め回天搭秦員の戦没者数は計105名 と言われる
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塗装例1:実戦配備 (昭和19年 11月 より終戦まで)
Scheme l: As ope,● l onaly do,loyed irom N● vember1944 to the end o〔 WtV2

Painting&Mark ng
Bemalung und Ma,kie,ungen

塗装例2:日1練時
Scheme 2:Training markings

●各部の塗装はCSク レオス晰 ホビーカラーの番号を:内の数字で
続けて色名を指示しています Oで 囲まれた数字は付属デカール
(水転写シール)の番号です
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反対側 にも貼 ります
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ト
⊃ つや消 しプランク
Fttt BLACK

または
Onother markings

反対側にも貼ります
To‐●.lo,“ 玉o

塗装例3:昭和20年 2月 軽巡洋艦「北上」からの発進実験時 (■面図)
Schemo 3: Launching test,rom Llght cruiser K:TAKAMl in Fobrua,y1945 (TOP VEW)

[27よタル締そイト

●デカールの鮎り方●
1 1口の作桑ごとに必要なマークのみを台紙とともにハサミで切 り板きます

2切 り出したマークを 0秒 からゆ 程度ぬるま湯に浸してから
=き
上げます

0モデルの貼りたい位置にマークを告紙ごと移動し マークをずらしながらモデルに移します
●潟らした指などですらしながら正しい位置に動かします

●位臓が決まったら柔らかい布や絆綽なと 使用し 中心部からπ きと水分を押し出すようにマークを
固定します (力 を入れすぎるとマークJXが移動するので
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。
窮罵:讐票a髯卍騨握ごぞぞ虐『 1きξよぜ事JttifPマ嵩若ヂ慧留Wi覧1ふ

`ζ

れ欝 『
し

(マークソフターの使用方法は製品の取扱説明を,熙してください)
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カラーナンバー対応表 Color Correspondence Table ※21世色での表示です

"ク
レオス 魔●ラ¨(□数字) ゛ クレオス 水性カラー タミヤカラー ENCLISH DE●TSCH

8 シルバー (銀 ) H8  シルバー (銀 ) Xll クロームシルハー SILVER SltBER

9 ゴールト(金 ) H9   ゴールト(金 ) X12 ゴール トリーフ GOLD GOLD
32 軍艦色(2) H83 軍艦色(2) XF50+XF38・ 2 DARK OAY DいKEL GRAU
33 つや消しフラック H12 つや消しプラック XFl フラットプラック FtAT BLACK MATT SCHVVARZ

62 つや消しホワイ ト Hll つや消しホワイ ト XF2 フラントホワイ ト FLAT,″ HITE MATT WE 3

紛失 破損などにより部品を必要とされる方には 部品1個
当たり200円 (税込)プラス送料90円にてお分けいた します
部品番号とお名前 御住所 電話番号をは oさ りと

=き
添え

たメモと一緒に 代金を現金書留または定願為替にて当社
アフターサービス係までお中し込みくださtヽ  なお 価格
は予告無く変更することがございますのでご了承ください

ΠttmO‖s
(有)フアインモールト

〒4413301
愛知県豊橋市老津町的場532
TEL:0532236810
FAX0532 23 6811

11lp:′ ′www inemo10s co lp
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④

口

籠■■の「デカールつ翡り方」を
,■に皓つてください.
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